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はじめに 

 
本報告書は、平成 25 年度に実施された同種業務に引き続き行われた「平成 26 年度風力

発電施設に係る渡り鳥・海ワシ類の情報整備委託業務」の調査結果を取りまとめたもので

ある。 
平成 25 年度調査では、ガンカモ類の全国的な分布の概要、海ワシ類の東北地方一帯の出

現状況、八郎潟を利用するガン類、ハクチョウ類の生息状況の年変動や季節変化などがあ

らためて明らかになるなど、多くの知見が集積された。一方で、越冬地・中継地における

渡来から渡去に至るシーズンを通じたガンカモ類の利用状況や渡り経路に関する情報の集

積は不十分であり、今後の課題として挙げられた。26 年度の業務では 25 年度同様、八郎潟

（秋田県）、十三湖（青森県）、小川原湖（青森県）に飛来するガンカモ類を対象に、特に

前年度確認することができなかった渡来期の動きを中心に越冬期、渡去期に及ぶ 3 期の活

動状況を把握した。また、前年度は資料調査により行ったカモ類の渡り経路の解明につい

ても、今年度はヒアリングと現地調査によって空白地域を埋める作業を進めた。 
一方、海ワシ類については、これまで北海道の風力発電施設での衝突が頻発しているこ

と、および道内ではさらに風力発電施設の増加が見込まれていることなどから、海ワシ類

の最大の渡り拠点の一つである宗谷地域を対象にオオワシ、オジロワシの渡来・渡去の様

子、ならびに同地域に越冬する個体の活動状況を把握した。 
調査の結果、宗谷地域は海ワシ類の渡来ならびに渡去の際の重要な拠点であると同時に、

数は少ないものの越冬期の生息地としても利用されていることが改めて明らかにされた。

また、当該地域利用の際にはサケを求めて河畔に飛来したり、丘陵部の牧草地に降りて休

息するなど、低空を飛翔する様子も多く認められ、それらの行動と風車施設との関係を考

える上で、憂慮すべき点として把握された。一方、ガンカモ類の渡り経路の解明について

は、これまで詳細が知られていなかった地域において、多数のガン類の移動を現地確認す

るなど、地元有識者に対するヒアリングとともに、前年度までの結果をさらに前進させる

成果を得た。 
これらの結果は、風力発電施設の立地選択を行う際の考え方に一つの視点を見出したこ

とになる。 
本調査を実施するにあたり、多くの方々にヒアリングや現地調査を通じて様々なご協力

をいただいた。ご協力いただいた皆様に深謝する次第である。 
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